


　

９
月
26
日（
木
）に
日
向
・
東
臼
杵
地
区
中
学
校

英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会
が
日
向
市
中
央
公
民
館
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。美
郷
町
か
ら
は
７
名
の
中

学
生
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

日
向
・
東
臼
杵
地
区
の
各
学
校
代
表
が
集
う
だ

け
あ
り
、と
て
も
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
と
な
り
ま
し

た
。そ
の
中
で
も
美
郷
町
代
表
の
７
名
の
生
徒
は
、

日
頃
の
努
力
と
、英
語
・
英
会
話
科
の
学
習
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
、堂
々
と
す
ば
ら
し
い
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
甲
斐
杏
奈
さ
ん（
西
郷
中
）

と
中
束
希
良
里
さ
ん（
美
郷
南
学
園
）は
、こ
の
後
、

宮
崎
市
で
行
わ
れ
る
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

出
場
し
た
７
名
の
み
な
さ
ん
、す
ば
ら
し
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
し
た
。よ
く
が
ん
ば
り
ま
し
た
！

　南郷商工会（那須房雄会長）は、９月８日（日）、南郷区総合グラウンド周辺の除草・清掃作業をおこ
ないました。これは自分達の住む町を綺麗で安全なものにしたいとの考えからで、当日は商工会の役
員と青年部、女性部、事務局員計24名が、早朝の２時間、グラウンド周囲の植込みや側溝の清掃など
をおこないました。南郷商工会のこうした活動は３年目になり、今年６月にも総合グラウンド周辺の清
掃作業をおこなっています。



　

６
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
今
年
の
北
郷
区
野
球
リ
ー

グ
戦
は
８
月
19
日
か
ら
９
月
26
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
リ
ー
グ
戦
は
、チ
ー
ム
打
率
が
３
割
を
超
え

た
猛
打
な
か
ば
る
が
、秋
盛
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
９
連
覇
を

阻
止
し
、10
年
ぶ
り
に
優
勝
し
ま
し
た
。打
撃
成
績
は
、

打
率
６
割
６
分
７
厘
の
な
か
ば
る
岩
倉
丈
夫
選
手
が

１
位
、以
下
黒
木
勲
選
手
、松
田
将
太
選
手
と
な
り
ま

し
た
。最
優
秀
選
手
賞
は
、投
打
に
活
躍
し
た
甲
斐
貴

章
選
手
が
輝
き
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 

　９月７日（土）～８日
（日）に美郷町では初め
ての赤十字野営訓練が
西郷農村環境改善セン
ターで開催されました。
この訓練は、赤十字災
害時救援奉仕団が主催
したもので、県内各地の
団員と美郷町の各区赤
十字奉仕団など関係者
約５０名の参加により、災害時の避難所での救護方法として救急法やＡＥＤの扱い方、エアーテントの設
営等の訓練が実践的に行われました。
　参加者は、悪戦苦闘しながらも「いのちと健康を守る」という赤十字の使命を心に刻みながら、いつどこ
で遭遇するかわからない救急時の応急処置に役立つ知識を学んでいました。
　災害は起こらないことに越したことはありませんが、万一の場合には今回の研修が生かされ、災害に強
いまちづくりの一翼を担うことが期待されるものです。

　

西
郷
駐
在
所
連
絡
協
議
会（
会
長
：
佐
藤
井

野
吉
ほ
か
15
人
）で
は
、交
通
安
全
運
動
の
一
環

と
し
て
、９
月
25
日
に
、花
水
流
区
〜
和
田
区
〜

若
宮
区
の
町
道
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
掃
除
し
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、秋
の
交
通
安
全
運
動
の
時
期
に

合
わ
せ
て
10
年
以
上
前
か
ら
行
っ
て
お
り
、カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
鏡
面
を
磨
く
ほ
か
、周
辺
の
雑
木
の

選
定
を
す
る
な
ど
、地
域
住
民
の
安
全
は
自
分
た

ち
で
守
ろ
う
！
と
約
２
時
間
の
作
業
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　９月２０日、秋の全
国交通安全運動を前
に、国道３８８号（美
郷南学園前）におきま
して交通指導所を設置
し、交通安全のキャン
ペーン運動を行いまし
た。今回は、美郷南学
園の生徒にも協力い
ただき、交通指導員や交通安全協会役員、役場職員ともに、「シートベルト着用」や「飲酒運転の根絶」
等、安全運転を呼びかけました。交通安全は一人一人の心がけが大切です。日頃から交通ルール・マ
ナーを守りましょう。

　

南
郷
区
下
名
木
地
区
の
国
道
３
８
８
号

の
暗
渠
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。写
真
に
あ

る
よ
う
に
、石
橋
の
両
側
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ア
ー
チ
で
拡
幅
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、小

丸
川
支
流
で
あ
る
こ
の
川
に
入
ら
な
い
と
見

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

川
底
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、両
岸
に
５
段
の
基
礎
石
積
み
が
な

さ
れ
、そ
の
上
に
見
事
な
偏
平
の
ア
ー
チ
が

組
ま
れ
て
い
る
隠
れ
た
名
橋
で
す
。



九
州
国
立
博
物
館（
福
岡

県
太
宰
府
市
）で
10
月
22

日（
火
）か
ら
開
催
さ
れ

る
文
化
交
流
ト
ピ
ッ
ク

展
示
、「
山
の
神
々-

九
州

の
霊
峰
と
神
祇
信
仰-

」

に
、神
門
神
社
所
有
の
銅

鏡
８
面（
唐
花
六
花
鏡
ほ

か
）が
展
示
さ
れ
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
は
、ア
ジ
ア

と
列
島
の
山
岳
信
仰
の

接
点
に
位
置
す
る
九
州

各
地
の
霊
山
の
信
仰
遺
品
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、神

道
、仏
教
、民
間
信
仰
な
ど
が
複
雑
に
結
び
付
き
な
が
ら
発

展
し
て
き
た
山
岳
信
仰
の
歴
史
を
振
り
返
り
、現
代
と
未
来

に
お
け
る
山
と
人
と
の
関
係
の
あ
り
方
を
考
え
る
も
の
と
な

っ
て
お
り
、そ
の
一
つ
と
し
て
神
門
神
社
銅
鏡
も
展
示
さ
れ
ま

す
。な
お
、こ
の
展
覧
会
は
12
月
１
日（
日
）ま
で
の
期
間
限
定

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　第４回目の今回は、南郷区水清谷の「観
音滝」を紹介します。この滝への行き方は、
南郷支所から国道３８８号線を西郷方向
に向かい、水清谷オートキャンプ場・梅園
方面入口を左折します。約１ｋｍ進むとキ
ャンプ場が現れますが、そのままキャンプ
場入口を通り過ぎて１００ｍほど奥に進
むと、観音滝の表示があります。ここから山
道を５分程登ると、小さな社と大岩の下に
ある観音像が見えてきます。
　滝は社の横道を進んだ先にあり、周囲は苔むしたたくさんの大岩が
積み重なり、圧倒される景観となっています。なお「観音滝」の名前は、
文化１３年（１８１６年）８月の悪疫流行の折、防疫祈願に建てた観
音があることから付けられています。
　滝の名前の由来となった観音像は、ひさし状の大岩の下に祀られて

おりますが、その大岩のせ
り出しからは迫力と威圧感
が感じられ、周囲の静けさ
と相まって、厳粛な雰囲気
を漂わせています。
　なお、滝への山道は急
斜面もあり、濡れた石で滑
ることもありますので、安全
には十分ご注意の上、行か
れるようお願いします。

　

郷
土
が
生
ん
だ
歌
人
、小
野

葉
桜
の
そ
の
生
涯
と
作
品
を
広

く
永
く
顕
彰
し
地
域
文
化
発
展

の
推
進
力
に
し
よ
う
と
、昭
和

63
年
２
月
に「
葉
桜
顕
彰
会
」が

設
立
さ
れ
、本
年
度
25
周
年
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

顕
彰
活
動
25
周
年
を
記
念

し
、葉
桜
の
短
歌
を
１
首
ず
つ

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。



　家族に訪れるいろいろな問題。笑った後
に心に沁みてくる身近にありそうな小説で
す。

　水俣病と向き合い、世界の公害問題にも
目を向けた原田医師の物語です。大人の方
にもお勧めしたい一冊です。

　図書館には、文学や小説以外にも料理や園芸、健康に関するものなど趣味や生活に
関する本も多数置いてあります。また、月刊誌もありますので気軽に図書館にお越しくだ
さい。
　読書の秋、「本と旅する　本を旅する」なかで新しい発見をしてみませんか。美郷町立
図書館は、この旅にぴったりな本や役立つ情報をたくさん用意してみなさんのご来館を
お待ちしております。

　平成26年美郷町成人証書授与
式は、例年どおり次の日程にて実
施いたします。保護者を含む多数
のご出席をお願い致します。

　

毎
年
11
月
の

第
３
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
る
尾

末
神
社
大
祭
。

こ
の
祭
り
は
、

海
の
豊
漁
と
安

全
を
祈
願
す
る

お
祭
り
で
す
。

約
２
０
０
年
の

歴
史
が
あ
り
、

そ
の
年
の
厄
年

を
迎
え
た
面
々

が
担
ぐ
神
輿
を

先
頭
に
、尾
末
、

下
納
屋
、上
納

屋
の
３
地
区
の

「
だ
ん
じ
り
」が
早
朝
か
ら
街
を
練
り
歩
き
ま
す
。う

み
す
ず
め
前
で
行
わ
れ
る
見
ど
こ
ろ
の
一
つ「
さ
し
く

ら
べ
」で
は
、重
さ
約
２
ト
ン
の「
だ
ん
じ
り
」が
高
々

と
掲
げ
ら
れ
ま
す
。

　

海
の
男
一
色
に
染
ま
る
門
川
町
へ
是
非
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　今月１１月に世紀の大彗星と言われる「アイソン彗星」が太陽に接近することか
ら、それに合わせて美郷町北郷区にある中小屋天文台で天文教室が開催されます。
　天文教室の講師は、延岡市の鏡山でも同様の観測会を開催した経験を持つ、天
文マイスターの広永紀生氏が行います。　今回の天文教室を通して、その美しさと
広大な宇宙の神秘を知り、興味と感心を高めましょう。    
        
        



〇国民年金保険料は、所得税および住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象になります。
　（その年の1月1日から12月31日までに納付した保険料が該当します）
〇この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が義務付けられています
　ので、平成25年1月1日から9月30日までの間に国民年金保険料を納付された方に対し、「社会保険料
　（国民年金保険料）控除証明書」が11月上旬に日本年金機構から送付されます。年末調整や確定申告
　の際には必ずこの証明書（または領収証書）を添付してください。
　なお、10月1日から12月31日までの間に今年初めて国民年金保険料を納付された方には、来年の2月
　上旬に送付されます。
〇ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、納付されたご本人の社会保険料控除の申告に加える
　ことができますので、ご家族宛に送られた控除証明書を添付して申告してください。
※「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についての照会は、控除証明書のハガキに表示されてい
　る年金事務所へお問い合せください。

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、30歳未満の若年者納付猶予、学生納付特例
の承認を受けられた期間のある方は、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（65歳から受けられる
年金）の受取り額が少なくなります。
　そのため、この期間の保険料については、承認を受けた期間から10年以内であれば遡って古い月の保
険料から納めることのできる追納制度を利用して納めることが可能です。
　ただし、承認を受けた期間から３年目以降に追納制度を利用する際は、当時の保険料に一定の加算額
が上乗せされることになります。

　◎一部免除を受けた期間は、残りの納付すべき保険料が納付されていなければ追納できません。
　◎「若年者納付猶予・学生納付特例期間」を受けた期間がある方は、その期間の古い月の保険料から
　　優先して納めることになります。
　◎先に経過した期間で「法定免除・申請免除期間」が「若年者納付猶予・学生納付特例期間」より先に
　　ある場合は、どちらを優先して納めるか本人が選択できます。
　
※追納の申込み及び相談については、下記へお問合わせください。
　延岡年金事務所　お客様相談室　　0982 - 21 - 5424

　国土交通省と宮崎県は、市町村の協力のもと１２月1日に県下で「平成２５年住生活総合調査」を行
います。
　この調査は全国のご家庭の皆様が、住宅について日頃どのように考えておられるかなどを伺うもので、
国や地方公共団体の住宅施策の重要な資料となります。
　全国で約９万２千世帯、本県では約４千６百世帯に調査をお願いします。１１月２１日から１２月１０
日までの間に統計調査員証を持った調査員が訪問いたしますのでご協力をお願いします。

　お問い合わせは　宮崎県県土整備部建築住宅課住宅企画担当　　0985 - 26 - 7196



　創立３０周年を迎えた放送大学では、平成２６年度第１学期（４月入学）の学生を募集中です。
　放送大学ではテレビ等の放送やインターネットを通して学ぶ通信制の大学です。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、幅広い分野を学べます。
　出願期間は２月２８日までです。資料を無料で差し上げています。お気軽に放送大学宮崎学習セン
ター（　 0982 - 53 - 1893）までご請求下さい。放送大学ホームページでも受け付けております。

 　これまで県内各地で捕獲や侵入防止柵の設置等が行われてきたにも関わらず、ここ数年、被害は
増加傾向にあります。        
　その理由のひとつに、被害が増えた一番の原因を知らずに対策を行ってきたことがあげられます。 
　そこで前号では、その原因は「集落が野生動物の餌付けに成功した」だけであるとお伝えしました。 
　しかし、餌付けに成功したと言われてもピンと来ず、「誰も野生動物に餌付けなんてしてないよ」と
答える方が多いのではと思います。     　 
　しかし、皆さんは知らず知らずのうちに餌を与えてしまっているのです。 
　そこで今回はそのような「無自覚の餌付け」について紹介します。 　
私たち人間は一体どのような無自覚の餌付けを行っているのでしょうか。 
　まず、野生動物が食べる餌には２種類あります。   
　「第１の餌」は人が動物に食べられたら怒る餌で、人間が丹精込めて育てた
水稲、野菜、果樹等です。 
　「第２の餌」は人が動物に食べられても怒らない餌で、稲刈り後のヒコバ
エや規格外などのため出荷せずに放置された野菜等です。  　
「第１の餌」は当然食べられたくないので、皆さんはそれぞれネットや電気
柵を張るなど野生動物に侵入されないようにしますが、時々侵入され食害
を受けて腹立たしい思いをされた方も多いと思います。これを「被害」と言っ
てますね。  
　しかし問題なのは「第２の餌」です。これはいくら野生動物に食べられても
痛くもかゆくもありません。だから何も対策はせず、結果的に無意識のうちに野
生動物に餌として与えてしまっているのです。  
　野生動物は「第１の餌」も「第２の餌」も区別はできません。ただ食べたい方
を食べるだけです。どちらの餌も餌付けをしていることに変わりありません。 
　では、最終的に餌付けはどのようにして進むのでしょうか？      
　それは、野生動物が人慣れを学習（「無自覚の人慣れ学習」）することにより進むのです。  
　次回は「無自覚の人慣れ学習」についてお話していきます。（次号へ続く）    
   

　侵入防護柵の中で、最も広く普及しているのが「電気柵」です。      
　電気柵は、侵入防護柵の中では唯一、「攻撃性のある柵」です。     
　しかし、県内で設置されているほとんどの電気柵が効果のない張り方になっています。  
　今回は、電気柵の構造と設置のポイントを説明します。      
 
       

　一般の方、公的職業訓練修了者（終了予定者を含む。）来春大学等卒業予定の方（中学・高校予定者を
除く。）を対象としています。県内約１００社の企業ブースで、担当の方からの説明を聞くことができます
ので、是非、ご参加ください。
　また、宮崎県中小企業団体中央会による、就職を希望する学生（大学等）の保護者と卒業後概ね３年
以内の未就職者の保護者を対象とした「保護者のための就活セミナー」を同時開催します。

　【開催日時】平成２５年１１月１１日（月）１２：３０分受付開始、１６：３０終了
　【会　　場】シーガイアコンベンションセンター　４階　サミットホール
　【そ の 他】参加料は無料で、履歴書も不用です。

　詳しくは、宮崎労働局ホームページをご覧いただくか、宮崎労働局職業安定課（ 　0985 - 38 - 8823）へ
お問い合わせください。
　就活セミナーは、宮崎県中小企業団体中央会（　 0985 - 24 - 4278）へお問い合わせください。

　美郷町内からスクールバス及び路線バスを利用して通学している高校生の
保護者に対して、自宅から停留所までの距離に応じた補助金が支給されます。
詳細は下記のとおりですので該当される方は忘れず申請してください。



　「よう来たね美郷へ」実行委員会は、旧農村女性アドバイザー・女性農業委員で構成される団体です。
　美郷の基幹産業である農林業の従事者やＩ・Ｕターン者など、地域で頑張っている方たちがより楽し
く、地元の良いところを発見できるような交流会を計画しました。
　家族での参加も大歓迎！！

　『きたかひな』は、北郷区で昨年認知症予防プログラムに参加し、その後も自主的
に活動を続けているグループです。現在もみんなで集まって、パソコン操作を教えあ
いながら活動を続けています。メンバーの皆さんの近況をご紹介します・・・・

 実りの秋、「栗ひろいのお誘い断れなーい」などな
ど、相変わらず忙しく楽しくの毎日。今年も元気、、、パ
ソコンに親しむ秋にがんばるぞう：：：　　　　きくた

　パソコンは、生活の一部になっています。テレビやイ
ンターネットなどから色々得た情報をパソコンで管理
するようになりました。パソコンに出会えて感謝です。

ひろしま

　新しいパソコンを購入して再スタートです★みん
なで楽しくがんばっています　　　　　　 たけはら

　初孫誕生ばんざーい。念願の女の子　遙香ちゃん
です。１０月１３日お宮参り健やかに育ってと願い
をこめて。待ち遠しいなあ、、、、、私、うまくだっこでき
るでしょうか、、、３３年前の。長男[遥香パパ]のカヨ
ばあちゃんに抱かれた宮参り写真を見なが
ら。。。。。。。。。。。。。。。想う２０１３年９月の秋　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 かわうち

　　　　　　　　



　女性が最もなりやすいがんが乳がんです。どのがんも患者数のピーク
は７０～８０歳代の高齢者ですが、乳がんは、３０代以降で患者数が増
えて、４０～６０代に発生のピークがあります。　
　７０代や８０代でも懸かりやすいがんとなっています。
　女性も高齢者の方ががんにかかりやすく、年齢があがるとともにがんに
かかる率も上がってくるのですが、乳がんは若い世代でもかかりやすい病
気です。
　乳がん検診はマンモグラフィ検査（乳房レントゲン検査）と超音波検査
で行います。
　早期の乳がんは２ｃｍ以下のしこりやリンパ節への転移がないものをいいますが検診で発見される
多くは早期がんです。毎年検診を受けることと自分でセルフチェックを毎月行うことで大切な乳房と命を
守りましょう。

　乳幼児突然死症候群（SIDS）は、それまで元気だった赤ちゃんが、事故や窒息ではなく眠っている間に
突然死亡してしまう病気です。
　日本での発症頻度はおよそ6,000～7,000人に1人と推定され、生後2ヶ月から6ヶ月に多いとされてい
ます。発症は年々減少傾向にありますが、平成23年には全国で148人の赤ちゃんがこの病気で亡くなっ
ています。
　SIDSの原因はまだわかっていませんが、男児、早産児、低出生体重時、冬季、早
朝から午前中に多いことや、うつぶせ寝や両親の喫煙、人口栄養児で多いこと
が、平成9年度の研究で分かっています。
　以下のような育児習慣等に留意することで、SIDSの発症リスクの低減が期待さ
れています。これらはいずれもSIDSの直接の原因ではありませんので、必要以上
に不安に思う必要はありません。日頃の子育てを再確認していただき、あとはお
おらかな気持ちで子育てをしましょう。

　なかなか区別しにくい「かぜ」と「インフルエンザ」。しかし、軽く考えてはい
けません。症状の違いや対処法をしっかり理解しておきましょう。
　インフルエンザはかぜの病原体とは違う、インフルエンザウイルスの感染
でおこる病気です。ウイルスが感染すると、１～３日間の潜伏期を経て、多く
は突然の高熱で発症します。高齢者では肺炎、小児ではひきつけや脱水症、
急性脳症などの合併症を起こすことがあり、ときには死にいたることもある病
気としての認識も必要です。



【
ほ
っ
と
く
と
怖
い
心
房
細
動
】

 

皆
さ
ん
南
郷
診
療
所　

所
長　

増
田
浩
一
で
す
。今

日
は
皆
さ
ん
に
不
整
脈
の
お
話
を
し
ま
す
。不
整
脈
と

は
脈
が
乱
れ
る
事
を
言
い
ま
す
が
、大
ま
か
に
言
い
ま

し
て
、治
療
の
必
要
な
不
整
脈
と
、治
療
の
不
必
要
な

不
整
脈
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。我
々
は1

分

間
に
50
〜
1
0
0
拍
の
規
則
正
し
い
脈
を
打
っ
て
お
り

ま
す
、１
日
に
換
算
し
ま
す
と
約
10
万
拍
程
の
脈
を
打

っ
て
い
る
訳
で
す
が
、健
常
な
方
で
も
10
万
拍
に
何
度

か
は
脈
が
飛
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、脈
が

飛
ぶ
こ
と
が
あ
る
と
訴
え
来
院
さ
れ
る
方
で
も
、治
療

が
不
必
要
な
不
整
脈(

健
常
な
範
囲
内
で
の
不
整
脈)

で
あ
る
事
も
あ
る
わ
け
で
す
。し
か
し
見
過
ご
す
と
大

変
な
事
態
を
招
く
不
整
脈
も
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で
最

も
頻
度
の
高
く
、治
療
の
必
要
性
が
高
い
不
整
脈
の
代

表
が
、心
房
細
動
と
い
う
不
整
脈
で
す
。

【
心
房
細
動
と
は
】

　

心
臓
は
心
房
、心
室
に
大
ま
か
に
分
け
る
事
が
可
能

で
す
。心
臓
の
上
に
あ
る
の
が
心
房
、下
に
あ
る
の
が
心

室
で
す
。心
房
細
動
と
は
そ
の
名
の
通
り
、心
房
が
細

か
く
震
え
る(

痙
攣)

事
で
発
生
す
る
不
整
脈
の
事
で

す
。通
常
我
々
は
、心
房
が
拍
動
し
ま
す
と
、心
室
も
そ

れ
に
対
応
し
て
必
ず
呼
応
し
て
拍
動
す
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。心
房
、心
室
、心
房
、心
室
と
１
対
１
対

応
に
規
則
正
し
く
収
縮
す
る
こ
と
で
血
液
を
全
身
に

送
っ
て
い
る
訳
で
す
。と
こ
ろ
が
、心
房
が
細
か
く
痙
攣

し
ま
す
と
、心
室
は
不
規
則
に
し
か
拍
動
で
き
ま
せ

ん
。し
た
が
っ
て
、常
に
乱
れ
た
脈
が
生
じ
る
事
に
な
り

ま
す
。こ
れ
が
心
房
細
動
と
い
わ
れ
る
不
整
脈
で
す
。心

房
細
動
と
い
う
不
整
脈
の
一
番
恐
ろ
し
い
事
は
、心
房

が
細
か
く
痙
攣
す
る
事
で
、心
房
内
の
血
液
の
流
れ
が

悪
く
な
り
、大
き
な
血
栓(

血
の
塊)

を
形
成
す
る
事
で

す
。そ
の
血
栓
が
心
臓
か
ら
頭
に
飛
ぶ
と
、脳
梗
塞
を

発
症
し
半
身
ま
ひ
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。つ
ま

り
、心
房
細
動
と
は
脳
梗
塞
を
発
症
す
る
可
能
性
の
あ

る
不
整
脈
で
あ
り
、放
置
す
る
と
恐
ろ
し
い
、治
療
の

必
要
な
不
整
脈
の
代
表
で
あ
り
ま
す
。

【
心
房
細
動
の
自
覚
症
状
】

　

動
悸
や
息
切
れ
、め
ま
い
、疲
労
感
等
を
訴
え
る
方

も
い
ま
す
が
、高
齢
者
等
で
は
自
覚
症
状
が
な
く
、定

期
検
査
等
で
行
わ
れ
た
心
電
図
検
査
で
偶
然
見
つ
か

る
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

【
頻
度
と
原
因
】

 

心
房
細
動
は
不
整
脈
の
中
で
最
も
頻
度
が
高
く
、

2
0
0
5
年
の
定
期
健
診
で
心
房
細
動
が
見
つ
か
っ
た

　近年、生活スタイルの変化や高齢化などにより生活習慣病が年々増加傾向にあります。高血圧の人
は４，０００万人と推定され、年々国民の死亡率や医療費に占める割合が増加しています。血管を傷つけ
ないためには、塩分をとり過ぎないことはとても大切なことです。減塩食の工夫について、ちょっと勉強して
血管をしなやかに保つことを考えてみませんか。料理講習会を行いますので、希望される方は各地区公民
館で５名以上で申し込みください。    
    

方
は
約
70
万
人
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。心
房
細
動
は

高
血
圧
症
、糖
尿
病
、心
臓
弁
膜
症
、甲
状
腺
機
能
亢

進
症
等
の
様
々
な
病
気
を
基
礎
に
発
症
し
ま
す
が
、一

般
的
に
加
齢
と
と
も
に
発
症
す
る
頻
度
は
高
く
な
り

ま
す
。

【
発
症
す
る
と
ど
う
な
る
の
か
】

　

心
房
細
動
は
血
栓(

血
の
塊)

を
形
成
し
、脳
梗
塞
を

発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。心
房
細
動
で
発
症
す

る
脳
梗
塞
は
重
篤
化
す
る
こ
と
が
多
く
、一
度
脳
梗
塞

を
発
症
し
ま
す
と
約
50
％
の
方
が
死
亡
、寝
た
き
り
、

介
護
を
要
す
る
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

【
治
療
と
対
策
】

 

自
覚
症
状
が
な
い
事
も
多
い
の
で
、発
見
に
は
定
期
的

に
心
電
図
検
査
等
を
行
う
事
が
良
い
で
し
ょ
う
。病
院

で
心
房
細
動
と
診
断
さ
れ
た
方
全
員
が
、治
療
の
対
象

と
な
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、特
に
重
要
な
の
は
脳
梗

塞
に
な
り
や
す
い
傾
向
の
あ
る
方
は
、予
防
的
に
血
液

を
サ
ラ
サ
ラ
に
す
る
薬
を
内
服
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。内
服
す
る
こ
と
で
脳
梗
塞
を
発
症
す
る
危
険
性
を

軽
減
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

【
最
後
に
】

 

不
整
脈
が
あ
る
方
で
も
、１
日
の
中
で
乱
れ
る
時
と
、

乱
れ
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、診
察
や
心
電

図
検
査
で
必
ず
不
整
脈
が
発
見
さ
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。高
血
圧
等
が
あ
る
方
は
、定
期
的
に
医
療
機

関
を
受
診
し
診
察
を
受
け
る
事
で
、発
見
さ
れ
る
頻
度

が
よ
り
上
昇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。我
々
も
最
善
を

尽
く
し
ま
す
の
で
、定
期
受
診
や
健
診
を
有
効
活
用

し
、健
康
維
持
し
ま
し
ょ
う
。
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